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１．はじめに
　名詞（１）は、それが指し示すものが空間的に他の事物から独立して存在し、その意味は把握し
やすい。例えば、机の上にペンがある。この場合、我々は机とペンの存在を容易に認識すること
ができるだろう。一方、動詞は、動作や状態など相対的に抽象的な意味を表し、それが指し示す
ものは物理的に他の事物に依拠しなければ存在し得ない。例えば、「歩く」という動作はどこに
存在するのであろうか。それはその動作を行う主体自体に存在するものであり、単独では存在し
得ない。更に、時間の推移とともに変化するため、動詞の意味の把握は比較的難しいと考えられ
る。
　ところで、伊地智1961や郭1962が指摘しているように、中国語では人間の行為を表す際に、抽
象的な行為動詞ではなく、具体的な動作動詞を用いることが多い（２）。動作動詞は、手の動作、
足の動作、肩の動作、口の動作、目の動作、耳の動作、鼻の動作、全身の動作などに分けること
ができるが、その中でも中国語において圧倒的に数が多いのが手の動作を表す動詞である。その
他の動作動詞が数十個もしくは数個しかないのに対し、手の動作動詞は軽く100個を超える（３）。
言語を獲得する過程において、身体を通した経験が基盤となることは、すでに様々な分野で実証
されつつあり、その意味で手による動作動詞のような原初的な動作の把握は重要であると考えら
れる。本論では、中国語に数多く存在する、手を用いる動作動詞を対象として意味分析を行い、
体系化することを試みる。
２．これまでの動作動詞の意味研究について
　これまで中国語の動詞の意味研究は主に、辞書学や同義語、類義語研究など語彙学の範疇から
行われてきた。
　一般に、辞典は動詞の意味を一つ一つ描写・列挙することによって説明する方法を取るため、
近似する動詞間の差異が分かりにくい。
　また、動作動詞の同義語、類義語研究であるが、これは日本で比較的早くから行われてきた。
早い時期のものに伊地智1961がある。動詞を意味によって「位置づけする動詞」、「接触する動詞」
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に分け、各々の類を更に細かく分類し、それに属する動詞について、単なる訳語ではなく、その
動作・行為を日本語の文章によって説明しようとしている。大川1973は、「巻く」という概念を
あらわす４つの動詞“缠、裹、卷、盘”を取り上げ、意義素（４）によって、動詞相互の関係を体
系化している。体系化という面から言えば、最もきれいに分析されているものと考えられる。大
川・孟1984は数回にわたって「日常生活にかかせない単音節の基本語彙」をとりあげ、動作を図
で表すとともに、数個の類義語を比較することによって、共通点・相違点を明らかにしようとし
たものである。平井1996は、日常生活中の動作を表す際に用いられる動詞118個を、例文と写真
を用いて解説している。写真を加えたことで、静止像ではあるが、動作を目で見ることができる。
遠藤1997は「持つ」類“拿”系の動作動詞を取り上げ、意味の抽象性・具体性の程度によって、
単語がカテゴリー階層をなしていることを指摘している点で新しい。プロジェクトD1999は認知
意味論的な観点を加えつつ、コーパスからの資料等に基づき、個別の動作動詞の意味・用法を説
明している。類義語との共通点・相違点にも触れており、「最終的には相互参照が可能となるよ
うな形式でまとめていく予定」としている。
　つぎに中国における動作動詞の同義語・類義語研究であるが、これは近年盛んに行われている
という印象を受ける。林等1991は、手の動作動詞を意義素及び共起する語との関係（コロケーショ
ン）から詳細に分析し、体系化を試みている。祁2011、章2012もまた成分分析によって、動作動
詞を含めた語の意味分析を行っており、参照するに値する。
　以上のように、動作動詞に関する研究は少なくないものの、これまでの研究の多くは、いくつ
かの意味的に関連する動詞を比較するといった同義語・類義語研究にとどまり、中国語動作動詞
の意味の体系化を目的とした研究、及び動詞間の関係を形式化した研究は、管見の限りほとんど
ない。また、動詞を含めた意味の体系化を目指したものに成分分析があるが、意義素の決定が分
析者の主観に左右されるなどの問題もあり、今まで十分には動詞の意味体系を説明できなかった
とされることが多い。
３．本論の立場
　そもそも人はどのように語の意味と用法を獲得するのであろうか。子どもの言語獲得の過程を
見てみると、親がひとつひとつの語の意味を子どもに説明するとは考えにくい。また、子どもが
自分で辞書で調べるようなことも少ないであろう。考えられる最も自然な状況は、子どもは周り
の人間が語を使用している環境の中で、徐々に語の概念を構築し、語の意味と用法を獲得すると
いうものであろう。
　心理学では、人間の大脳に記録されていると考えられる様々な情報の集合をメンタルレキシコ
ンと呼び、そこには語の形態、音、意味、文法なども含まれる。それゆえ、我々は必要な時に必
要な語を取りだし、使用することができると考えられる。では、メンタルレキシコンには動詞に
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関するどのような情報が蓄えられているのだろうか。現在の脳科学ではこの疑問にたいする明確
な回答は出ていない。だが人間の認知能力から動詞を分析することによって、メンタルレキシコ
ンにおける動詞に関する認知的特徴の諸相を考察することができるだろう。
　例えば動作動詞について言えば、動作の際に用いる身体部分、動作の方向性、また、動作の結
果、対象は移動するか否かなどである。ひとたびこれらの認知的特徴がカテゴリー化され、それ
ぞれ大脳の神経細胞に蓄えられると、必要時に組み合わされ、特定の語が活性化されるのではな
かろうか（５）。
　語の意味が語彙体系における対立の中に存在するものである以上（６）、動詞の意味を把握する
には、動詞間の対立的特徴及び体系での位置を明らかにすることが、とりわけ重要である。よっ
て本論では動詞を体系的に捉えるために、実験を通して、動作の際に用いる身体部分などの認知
的特徴をパラメータとして設定し、考察を行う。これらのパラメータは、高度に抽象化されたイ
メージスキーマ（７）などとは異なり、より身体に基づく具体的なものであり、人間の認知方法に
即した言語獲得を考える上で、これを設定することには重要な意義があると言えよう。パラメー
タを設定することによって、動詞全体を比較し、体系化することができるだろう。それは、語彙
体系における動詞の位置を明確にすることを意味する（８）。
４．研究対象と研究方法
　本研究の関連する範囲は非常に広いため、現段階では研究対象を単音節の手による動作動詞に
限定する（９）。とはいえ、単音節の手の動作動詞も相当数あり、一度にすべてを取り上げること
は不可能であるので、本論では試みに、５本の指を用いて行う“抓、握、拿、放”の４個の動作
動詞を取りあげ、これらの動詞について意味分析を行い、動作動詞の体系化の方法を提示する。
“抓、握、拿”の３つの動詞が類義語として捉えることができるのに対し、“放”の意味はそれら
と容易に区別される。すなわち、「モノをある場所に位置させる」と解釈すると、必ずしも手の
カテゴリーに入るとは限らない。だが、本研究は、動詞の意味は体系の中に存在するものであり、
体系の中での位置を明確にすることが重要であるとの立場をとる。その意味で、これまでの類義
語研究を超えた、動作動詞の意味体系全体の解明を目的とするものであり、研究対象を“抓、握、
拿、放”の４つの動詞に定めた。
　さて、動作動詞の意味を分析する際、まずはその動詞がどのような動作であるかを明らかにす
る必要がある。どのような方法を取るのが科学的かであるが、できるだけ主観を入れずに、中国
語母語話者の頭の中にあるものをそのままとり出すことが理想的であると考えられる。そこで、
中国語母語話者に動作実験を行い、彼らがそれらの動詞の意味について持っている典型的なイ
メージを直接取りだそうと試みた。もし、動詞が母語話者に共通の概念として存在するのであれ
ば、「ことば」という刺激を与えると、共通の反応をしめすはずである。これが本論が立てた仮
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説である。
５．動作実験
5. 1　実験方法
5. 1. 1　被験者
　中国北方出身者、計10名（10）。
5. 1. 2　手続き
　被験者は、紙またはパソコン画面上に表示される字（刺激）を見た後、それがどのような動作
であるか身体を用いて表現するよう求められた（反応）（11）。被験者が動作を行うと、質問者は具
体的にどのような場面での動作かを尋ねた。被験者は思いついた動作をすべて、また、思いつい
た順番に表現するよう求められた。実験の手順に慣れてもらうため、３つの動詞（“抱、穿、戳”）
による練習後、本実験に入った。なお、実験の様子はビデオに撮影した。
5. 2　実験結果および分析
　実験の結果、被験者のうちの多くの人が共通して行う動作が存在することが確認された。すな
わち、母語話者間に、動詞に対する共通の概念が存在することが明らかになり、仮説は証明され
た。意味分析を行う際、単語ではなく、意味を単位とすべきである。よって、被験者に共通する
具体的な動作を典型動作─プロトタイプとして一つ設定し、これについて意味分析を行ってい
く（12）。
5. 2. 1　“抓”について
　では、実際に被験者がどのような動作を行ったかをみていこう。まずは“抓”についてみてい
く。表１中の「例」は被験者が行った動作である。「人数」は、10人の被験者のうち、何人が該
当の動作を行ったかを表す。「No.」は単に便宜のためにつけた。
　被験者は様々な動作を行ったが、それらは３つの種類に分けることができる。
　動作タイプ①（表中の①）は“抓人 /小偷”（No.1）、“抓猫 /鸡 / 老鼠”（No.2）の類である。
被験者は動作を行ったものの、実際には具体的な動作というよりは捕獲義を表し、より抽象的な
行為を表す。つまり、動作として表現することはできるが、概念としては、具体的な動作として
存在するのではなく、抽象的な行為として存在するという。本論では意味は一般に具体から抽象
へと派生していき、まずは具体的なものを把握するのが重要であると考える。よって、“抓人 /
抓小偷”などの例は、行った人数は最も多かったものの、非プロトタイプとみなし、分析対象か
らはずす。動作タイプ②（表中の②）は“抓一把沙子 /一把花生 /一把豆子”（No.3）などの動
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作である。このほか、“抓东西”（13）（NO.4）、“小孩抓笔 /玩具”（No.5）、“抓窗帘”（No.6）、“抓某
人的手 /胳膊”（No.7）、“抓球拍”（No.11）なども同様の動作と考えることができる。動作タイ
プ③（表中の③）は“抓头 /脸”（No.8）、“抓痒”（No.9）、“猫抓人”（No.10）などの動作である。
　すでに動作タイプ①を分析対象からはずした。のこりの動作タイプ②、③のうち、より多くの
被験者が行った動作タイプ②をプロトタイプとし、これについて意味分析を行う。動作タイプ③
“抓头”（No.8）のような動作は“挠”（爪や指先などで掻く）とほぼ同様の動作であり、これは
非プロトタイプとみなし、分析対象からはずす。
　では、“抓一把沙子 /一把花生 /一把豆子”にみられるような“抓”のプロトタイプはどのよ
うな動作なのであろうか。実験の様子を撮影したビデオから考察すると、まず、５本の指を大き
く開いた後、指を曲げて手を閉じ、対象物を手の力が及ぶ範囲に置こうとする動作と言える（動
作より以前には手の中にはモノはない）。“抓”には動作の対象物を手の中に完全に収めようとす
る意思はなく、対象物が５本の指いっぱいに広がっていることが多い。
表１　“抓”の実験結果
No. 例
動作の際に
用いる身体部分
指の形 人数
典型か
否か
１ 抓人（人）（14）/ 小偷（泥棒）① 指５本 開→閉 ８ 非典型
２ 抓猫（ネコ）/鸡（ニワトリ）/老鼠（ネズミ）① 指５本 開→閉 ４ 非典型
３
抓一把沙子（砂一つかみ）/一把花生（ピーナッツ一つか
み）/一把豆子（豆一つかみ）②
指５本 開→閉 ３ 典型
４ 抓东西（モノ）② 指５本 開→閉 ３ 典型
５ 小孩抓笔（子どもがペンを“抓”）/玩具（おもちゃ）② 指５本 開→閉 ２ 典型
６ 抓窗帘（カーテン）② 指５本 開→閉 ２ 典型
７ 抓某人的手（ある人の手）/胳膊（腕）② 指５本 開→閉 ２ 典型
８ 抓头（頭）/脸（顔）③ 指５本（爪） 開いている ２ 非典型
９ 抓痒（かゆいところ）③ 指５本（爪） 開いている ２ 非典型
10 猫抓人（ネコが人を“抓”）③ 指５本（爪） 開いている ２ 非典型
11 抓球拍（ラケット）② 指５本 開→閉 １ 典型
12 抓一点盐（塩少々）② 指５本 開→閉 １ ？（15）
13 抓绳子（ひも）② 指５本 開→閉 １ 典型
14 抓头发（髪の毛）② 指５本 開→閉 １ 典型
15 抓钥匙（カギ）② 指５本 開→閉 １ 典型
16 抓衣服（服）② 指５本 開→閉 １ 典型
17 抓扫把（ほうき）② 指５本 開→閉 １ 典型
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5. 2. 2　“握”について
　次に、“握”の実験結果についてみていく。被験者の反応は表２の如くである。10人の被験者
全員が“握手”（No.1）の動作を行った。また、３人が“握笔”（No.2）、“握杯子”（No.3）の動
作を、２人が“握握力器”（No.4）の動作を行った。これらはすべて同様の動作である。よって、
これらの動作をプロトタイプとして設定し、意味分析を行う。そのほかに、２人が“握拳”（No.5）
の動作を行った。これは拳自身を握る動作であり、手の中には何もない状態である。しかし、“握”
の動作の典型はやはり手の中にモノがある状態であると考えられるため、“握拳”の動作は非プ
ロトタイプとみなし、分析対象からはずす。
　では、“握手”のようなプロトタイプは一体どのような動作なのであろうか。それは、５本の
指を曲げて対象物を完全に手中に収めた、もしくは収めようとする状態から、内に向かって力を
入れる動作である。“握”の動作が行われるより以前、対象物はすでに手の中にあり、相対的に
静的、持続的な動作である。また、“握”は、動作の対象物を手の中に完全に収めようとする意
思がある動作で、動作の対象物が完全に手の中に収まり、外からはまったく見えないこともある。
表２　“握”の実験結果
No. 例
動作の際に
用いる身体部分
指の形 人数
典型か
否か
１ 握手（手） 指５本 閉じている 10 典型
２ 握笔（ペン） 指５本 閉じている ３ 典型
３ 握杯子（コップ） 指５本 閉じている ３ 典型
４ 握握力器（握力計） 指５本 閉じている ２ 典型
５ 握拳（こぶし） 指５本 閉じている ２ 非典型
６ 握球拍（ラケット） 指５本 閉じている １ 典型
７ 握球（ボール） 指５本 閉じている １ 典型
８ 握手机（携帯電話） 指５本 閉じている １ 典型
９ 握东西（モノ） 指５本 閉じている １ 典型
5. 2. 3　“拿”について
　続いて、“拿”の実験結果について考察する。被験者の反応は表３の如くである。まずNo.7“拿
犯人”は、被験者は動作を行ったが、実際には犯人を捕まえるという捕獲義を表し、動作性が薄
く、より抽象的な用法である。よってこれを非プロトタイプとみなし、分析対象からはずす。そ
の他の例はすべてより具体的な動作であり、分析対象となりうる。だが、“拿”については、プ
ロトタイプか否かの判断が、動詞がとる目的語（動作の対象物）からのみでは難しい。
　最も多く行われたのは“拿杯子”（No.1）の動作で、計７名が行った。また、“拿衣服”（No.2）
は４名、“拿录音机”（No.3）は計３名（16）、“拿包”（No.4）、“拿笔”（No.5）、“拿书”（No.6）は各
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２名が行った。
　実験のビデオから考察すると、“拿”は、指を曲げて閉じ、対象物を手の中に収める動作である。
指を閉じる際、“抓”のように大きく指を広げてから閉じることはしない。被験者の話によれば、
およそ、手で持てる範囲の大きさのものであれば、“拿”を用いることができるという。動作の際、
指を何本用いるかは対象物の大きさや形状により、指５本、４本、３本、２本のいずれでも可能
なのである。例えば、小さいコップや細長いレコーダーなどを“拿”する場合、指２・３本で行
われることもある。
　だが、本論が考えるところの、母語話者が“拿”について持つ典型的イメージはどのようなも
のかというと、指５本による動作となるだろう。なぜなら、何かを手に収めるというように対象
物が不定の場合、わざわざ指２・３本で動作を行うというのは不自然である（17）。実験で被験者
が行った“拿”の動作のほとんども指５本による動作であった。なお、指５本による動作の場合、
指を曲げた結果、固く閉じ、こぶしに近い形で対象物を手の中に収める動作をする被験者が多
かった。以上の考察から“拿”のプロトタイプは、指５本を曲げて閉じ、手の中に対象物を収め
る動作といえる。
5. 2. 4　“放”について
　最後に“放”の実験結果について考察する。被験者の反応は表４の如くである。No.3“把鸟放
表３　“拿”の実験結果
No. 例
動作の際に
用いる身体部分
指の形 人数
典型か
否か
１ 拿杯子（コップ）
指５本
→閉
６ 典型
指２、３本 １ 非典型
２ 拿衣服（服） 指５本 →閉 ４ 典型
３ 拿录音机（レコーダー）
指５本
→閉
１ 典型
指２、３本 ２ 非典型
４ 拿包（バッグ） 指５本 →閉 ２ 典型
５ 拿笔（ペン） 指５本 →閉 ２ 典型
６ 拿书（本） 指５本 →閉 ２ 典型
７ 拿犯人（犯人） 指５本 →閉 ２ 非典型
８ 拿零食（お菓子） 指５本 →閉 １ 典型
９ 拿电话（受話器） 指５本 →閉 １ 典型
10 拿钱（お金） 指５本 →閉 １ 典型
11 拿洗衣粉（粉洗剤） 指５本 →閉 １ 典型
12 拿盆子（たらい） 指５本（両手） →閉 １ 典型
13 拿糖（アメ） 指２、３本 →閉 １ 非典型
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开”、No.13“把抓到的鱼放了”では、被験者は指５本を閉じた状態から完全に開き、手の中に収
めていた対象物を離すという動作を行ったが、実際は具体的動作というよりは「対象物を自由に
する」という意味合いを持つ抽象的用法である。No.15“把犯人放出来”もほぼ同じ用法と考え
てよい。No.14“放羊”（放牧義）は更に抽象度が増すようで、被験者は口頭で意味を説明するの
みで、動作は伴わなかった。よって、これらをすべて分析対象からはずす。また、No.2“放风筝”
は、空に凧を放つことから「凧を揚げる」という意味を表すものであり、動作の具体性はすでに
薄れている。よって、これも分析対象からはずす。
　“放”のプロトタイプと考えられるのは、No.1“把杯子放在桌子上”（コップをテーブルに“放”
する）やNo.4“把包放在桌子上”（バッグをテーブルに“放”する）などである。これらは、指
５本を閉じて手の中に対象物を収めた状態から、指を開く動作であり、その結果、対象物は手の
中から離れる。実験のビデオを細かく観察すると、10名中６名が、指を閉じた状態から完全に開
く動作を行っている。また、２名は指を閉じた状態から完全ではないが開き、残り２名は指が閉
じた状態から少しだけ開く動作を行った。以上から、個人によって指の開き度合いに違いはある
ものの、“放”のプロトタイプは５本の指を開く動作で、その結果、手の中に収めていたものが
手から離れることが多い。
表４　“放” の実験結果
No. 例
動作の際に
用いる身体部分
指の形状 人数
典型か
否か
１ 把杯子放在桌子上（コップ） 指５本 →開 ５ 典型
２ 放风筝（凧） ５ 非典型
３ 把鸟放开（鳥） 指５本（両手） →開 ４ 非典型
４ 把包放在桌子上（バッグ） 指５本 →開 ３ 典型
５ 把书放在桌子上（本） 指５本 →開 ３ 典型
６ 把录音机放在桌子上（レコーダー） 指５本 →開 ２ 典型
７ 放手（手） 指５本 →開 ２ 典型
８ 把衣服放在桌子上（服） 指５本 →開 １ 典型
９ 把钥匙放在桌子上（カギ） 指５本 →開 １ 典型
10 把花放在桌子上（花） 指５本（両手） →開 １ 典型
11 把椅子放下（椅子） 指５本（両手） →開 １ 典型
12 把笔记本电脑放在桌子上（ノートパソコン） 指５本（両手） →開 １ 典型
13 把抓到的鱼放了（捕まえた魚） 指５本 →開 １ 非典型
14 放羊（ヒツジ） １ 非典型
15 把犯人放出来（犯人） １ 非典型
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６．パラメータの組み合わせに基づく意味の体系化
　これまでに各動詞について典型動詞─プロトタイプを設定した。以下では、これらのプロトタ
イプ的動作についてパラメータを設定し、その組み合わせによって、意味の体系化を行っていく。
“抓、握、拿、放”の４個の動詞の意味をパラメータの組み合わせによって、表したものが表５
のパラメータ表である。動詞が縦に、動詞について設定したパラメータが横に並ぶ。
　まず動作の際に用いる身体部分は、４つの動詞とも指５本である。よって、パラメータ表の身
体部分の「指５本」にすべて１が入る。動詞が、あるパラメータを持つ場合、パラメータ表の該
当箇所に数字の１が、持たない場合は０が入力される。
　つぎに指の形、すなわち指は開いているか、閉じているかについてである。“抓”は指を大き
く開いた後、閉じるという過程性のある動作である。それに対し、“握”は始めから指は曲げて
閉じた状態である。“拿”は、“抓”のように指を大きく開くということはしないが、指を曲げて
閉じることで、対象物を手中に収める点では一致する。“放”はその逆で、指を閉じた状態から
開く過程である。よって、パラメータ表の指の形は、“抓”は「開→閉」に、“握”は「閉」に、“拿”
は「→閉」に、“放”は「→開」にそれぞれ１が入る。
　動作の方式は瞬間的か持続的かに分けることができる。“抓”の動作は一瞬にして完了する、
より動的な動作である。一方“握”は相対的に静的、持続的な動作である。“拿”と“放”は相
対的に動的な動作であり、ある瞬間に完了するため、パラメータ表の方式については、“抓、拿、
放”の３つは「瞬間」、“握”のみが「持続」ということになる。
　“握”は指を閉じて手の中に対象物を収めた状態で、内に向かって力を入れる動作であるので、
動作作用「圧力」に１が入る。
　以上のように、“抓、握、拿、放”の４つの動詞について、1. 動作の際に用いる身体部分、2.
指の形、3. 動作の方式、4. 動作の作用という４つのパラメータを設定し、共通点・相違点を明ら
かにした。これらの動詞を区別する上で最も効くパラメータは、指の形と言える。
表５　パラメータ表
パラメータ
動詞
動作の際に用いる
身体部分
指の形 方式
動作
作用
指（18）
開 閉 開→閉 →閉 →開 瞬間 持続 圧力
１本 ２本 ５本
“抓” ０ ０ １ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ ０
“握” ０ ０ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ １
“拿” ０ ０ １ ０ ０ ０ １ ０ １ ０ ０
“放” ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ０
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７．今後の課題
　今回取りあげた動詞の数は４個と少なかったが、中国語動作動詞の意味の体系化の方法は示す
ことができたように思う。本研究が取り扱う予定の手の動作動詞は100個を超える。それらすべ
ての動詞について、今後、引き続き考察を行い、パラメータの組み合わせによって動詞を定義し、
最終的には手による動作動詞の体系化、形式化を達成させる。
　本論の目的は動詞間の差異を明らかにすることであるので、そのために必要なパラメータのみ
を設定すれば十分であり、動詞についてのすべての特徴をパラメータ化して表す必要はない。最
小限のパラメータで手の動作動詞の意味を体系化することが理想であるが、現在はまだ思索段階
であり、どのようなパラメータが必要か断定することは難しい。よって、最初の段階では候補と
なるパラメータを多めに設定しておき、最終的に不要であるようなら削除する。また今回は考察
しなかったが、動作の方向性も動詞の意味を考える上で非常に重要な特徴であると予想され、今
後、これを含めたパラメータ設定を行っていく予定である。
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注
（１）　ただし抽象名詞は除く。
（２）　伊地智1961では、「買う」という行為を表す場合“买”という動詞を避け、具体的な動作を用いる例として、
“打一斤油”、“称一斤肉”、“割一斤肉”などの表現を挙げている。
（３）　『現代漢語詞典』第５版収録の動詞を筆者が一つ一つ数えた結果のため、数え間違いがある可能性もある。
ちなみに同辞書は第６版が2012年６月に出版されている。
（４）　単語の意味を構成する単位を表す。
（５）　このような表象の仕方は分散表象と呼ばれる。反対に、一つの単位によって一つの概念が表される表象の
仕方は局部表象と呼ばれる。
（６）　語彙における体系の存在に疑問を呈す人もいる。
（７）　外部世界の対象に対して、経験に基づいて形成される抽象的なイメージの図式を表す。
（８）　パラメータは、その束によって、ある意味を表し、ほかの意味との共通点、相違点を比較できる点で意義
素と似るが、意義素の設定が分析者の主観に左右されるのに対し、パラメータは人間の認知的特徴にもとづき、
またその設定が科学性を考慮し、実験を通して行われる点で異なる。
（９）　口語に限り、書面語・方言は除く。
（10）　各被験者はそれぞれ、５歳から15歳まで最も長く生活した地区が異なる：遼寧省撫順市、同錦州市、河北
省承徳市、同保定市、河南省汝州市、同開封市、同洛陽市、山西省呂梁市、同臨汾市、安徽省合肥市。平均
年齢：26.5歳（23～39歳）。性別：男性３名、女性７名。
（11）　被験者には直感に基づいた反応をしてもらいたかったため、実験時、「目安として、動詞を見た後、３秒以
内に動作を行ってほしい」とアナウンスし、反応時間に制限を設けた。
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（12）　動詞間の共通点・相違点を明らかにし、それらを体系化することが本論の目的であるので、一つの動詞に
おける意味の広がり、すなわち多義の問題には触れない。よって、プロトタイプ以外の動作については意味
分析を行わない。このような方法を取る理由は、動詞の意味を把握するには、各々の動詞について最も典型
的な動作をおさえ、典型のレベルでの他の動詞との関係を明らかにすることが最重要であり、そこを押さえ
れば、その他の意味の広がりも理解しやすくなると考えるからである。
（13）　“抓”の目的語のうち、“东西”と“抓一把沙子”、“一把花生”、“一把豆子”等は、カテゴリーとしては、
上位および下位の関係にあるとも言える。しかし、ここでは被験者が実際にどのような動作をおこなったのか、
その反応をそのまま例として列挙することが目的であるため、各々の目的語の関係性については触れない。
（14）　括弧内の日本語は、動詞がとる目的語の訳を表す。
（15）　１人の被験者によって行われた“抓一点盐”の動作は、他の母語話者に聞いたところ、表現としては許容
できるが、あまり“抓”の典型的な動作ではないとの意見が多かった。より自然なのは“抓一把盐”。特殊例、
および方言の影響等は典型を定義する上で排除すべきであるため、意味分析の際は“抓一点盐”の例は排除
した。
（16）　“拿杯子”（コップ）、“拿录音机”（レコーダー）の動作が多く行われた理由として、実験時、被験者の目の
前の机に、コップとレコーダーが置かれていたことが考えられる。試験者の視野に入ったものによって実験
結果が影響を受ける可能性があるため、実験を行った部屋はなるべくモノがない状態に設定したつもりでは
あったが、実験結果をみると、コントロールが不十分であったといわざるを得ない。今後、実験を行う際は
コントロールを徹底するようにしなければならない。
（17）　中国語には、指２・３本で対象物を持つことを表す特定の動詞が存在し、このような他の動詞との関係も
実験結果に関係しているかもしれない。
（18）　動作の際に用いる身体部分の指は１本、２本、５本を設定した。指３本で行う動作は普通指２本でも行う
ことが可能であるため、指２本に統一した。また指４本で行う動作というのは想像しにくいので設定しなかっ
た。なお、意味体系が分かりやすいよう、指１本や指２本のように、今回該当する動詞がないパラメータも
表示した。
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